
仏
師
快
慶
の
実
像
を
追
い
求
め
て

　―
特
別
展
「
快
慶
」
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
大
型
図
録
の
出
版
―

話題

当
館
学
芸
部
主
任
研
究
員

　山
口
　隆
介

　
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
春
、
奈
良
国
立
博
物
館
で
特
別
展
「
快
慶 

日
本
人
を
魅
了
し
た
仏
の
か
た
ち
」

を
開
催
し
た
。
運
慶
と
並
び
称
さ
れ
て
き
た
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
仏
師
快
慶
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
初
の
特

別
展
で
あ
り
、
世
に
知
ら
れ
る
快
慶
作
品
の
約
八
割
が
一
堂
に
会
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
が
所

蔵
す
る
三
件
四
点
の
作
品
が
里
帰
り
を
果
た
す
な
ど
、
所
蔵
者
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
に
よ
り
史

上
空
前
の
内
容
が
実
現
し
た
。

　
会
期
中
に
は
、
等
身
大
ま
で
の
木
彫
立
像
が
調
査
可
能
な
大
型
文
化
財
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
装
置
が
導
入

さ
れ
た
。
Ｃ
Ｔ
調
査
は
、
従
来
の
Ｘ
線
透
過
撮
影
に
比
べ
て
木
取
り
や
木
寄
せ
の
方
法
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
像
内
納
入
品
の
形
状
や
納
入
状
況
も
詳
細
か
つ
立
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
快

慶
が
生
涯
に
数
多
く
手
が
け
た
像
高
三
尺（
約
九
〇
㎝
）の
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
う
ち
奈
良
・
光
林
寺
像﹇
図
１
﹈

は
、Ｘ
線
撮
影
で
は
像
内
に
縦
長
の
物
体
が
ぼ
ん
や
り
と
写
る
程
度
だ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｔ
調
査
に
よ
り
体
部
に
巻
子

状
の
品
一
巻
（
直
径
約
二
・
七
㎝
、
長
二
〇
㎝
）
を
納
入
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
紙
で
く
る
ん
で
包
紙
の
両

端
を
ね
じ
っ
て
い
る
こ
と
、
上
下
を
紙
紐
で
括
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
﹇
図
２
﹈。
さ
ら
に
複
数
の
阿

弥
陀
如
来
像
を
Ｃ
Ｔ
調
査
し
た
結
果
、
初
期
作
品
で
は
左
体
側
部
に
別
材
を
矧
い
で
い
た
が
、
あ
る
時
期
か
ら

左
体
側
を
ふ
く
む
頭
体
幹
部
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
合
理
的
な
木
取
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
判
明
し

た
。
快
慶
の
仏
像
制
作
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
展
覧
会
は
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
、
所
蔵
者
へ
の
作
品
返
却
を
終
え
た
こ
ろ
に
は
、
夏
の
展
覧
会
の
開
幕

が
目
前
に
迫
っ
て
い
た
。
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
、
特
別
展
「
快
慶
」
は
過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、

一
方
で
わ
た
し
の
も
と
に
は
　「
展
覧
会
で
得
ら
れ
た
成
果
を
広
く
公
表
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
研
究
者

の
み
な
ら
ず
一
般
の
方
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
た
。
Ｃ
Ｔ
調
査
に
関
し
て
は
、
一
部
を
研
究
者
向
け
に
報
告
し
た
も

の
の
（
山
口
隆
介
「
快
慶
と
工
房
制
作
―
快
慶
展
の
知
見
を
ふ
ま
え
て
―
」『
研
究
発
表
と
座
談
会 

仏
師
と
そ
の
工
房
を
め
ぐ
る
諸

問
題
』〔
公
益
財
団
法
人
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
研
究
報
告
書
四
十
五
〕
二
〇
一
九
年
）、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
か

た
ち
で
成
果
を
公
表
す
る
に
は
ど
う
す
る
の
が
よ
い
の
か
、
そ
の
方
法
を
模
索
し
て
い
た
。

　
か
つ
て
当
館
で
は
、
展
覧
会
が
終
わ
る
と
、
そ
の
後
数
年
を
か
け
て
未
出
陳
の
作
品
を
く
わ
え
、
図
版
の
充

実
を
図
り
、
最
新
の
知
見
を
盛
り
込
ん
で
大
型
図
録
を
出
版
し
て
い
た
。『
観
音
菩
薩
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九

八
一
年
）、『
仏
舎
利
の
荘
厳
』（
同
上
、一
九
八
三
年
）、『
日
本
仏
教
美
術
の
源
流
』（
同
上
、一
九
八
四
年
）、『
法

華
経
―
写
経
と
荘
厳
―
』（
東
京
美
術
、
一
九
八
七
年
）、『
仏
教
説
話
の
美
術
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
）

な
ど
に
は
、
歴
代
研
究
員
の
活
発
な
研
究
活
動
の
成
果
が
結
実
し
て
い
る
。Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
大
型
図
版
は
、
作

品
の
迫
力
や
細
部
の
美
し
さ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
、
収
録
論
文
や
作
品
解
説
で
は
展
覧
会
で
得
ら
れ
た
最

新
の
知
見
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
型
図
録
か
ら
多
く
を
学
ん
で
、
今
回
も
研
究
書
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、
鑑
賞
の
た
の
し
み
も
広
が
る
よ
う
な
書
籍
の
刊
行
を
目

指
す
こ
と
に
し
た
。

　
展
覧
会
の
際
に
は
、
信
仰
上
の
理
由
や
保
存
状
態
の
問
題
で

出
陳
が
叶
わ
な
か
っ
た
作
品
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
の
学
術

出
版
の
意
義
を
多
く
の
所
蔵
者
が
ご
理
解
く
だ
さ
り
、
あ
ら
た

め
て
調
査
撮
影
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
目
下
、
高
精
細
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
を
用
い
た
写
真
撮
影
や
Ｃ
Ｔ
調
査
を
鋭
意
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
﹇
図
３
﹈。
快
慶
作
品
に
関
す
る
情
報
を

網
羅
し
た
資
料
集
と
し
て
の
充
実
も
大
切
だ
が
、
な
に
よ
り
も

当
館
の
写
真
技
師
が
撮
影
し
た
明
瞭
な
写
真
を
軸
と
し
て
、
快

慶
芸
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
一
書
に
仕
上

げ
た
い
と
思
う
。
刊
行
は
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
の
予
定
で

あ
る
。

﹇
図
１
﹈　
阿
弥
陀
如
来
立
像
　（
奈
良
　
光
林
寺
）

﹇
図
２
﹈　
同
　
体
部
垂
直
断
面（
3
D
）

﹇
図
３
﹈　
和
歌
山
・
光
臺
院
阿
弥
陀
三
尊
像
の
撮
影
風
景
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